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小児看護の今後10年間の展望に関する調査

松浦和代*’濱中喜代*２

る要因、④小児看護の研究課題、の４領域より

構成した。②については内容をさらに、ａ・ヘ

ルスプロモーション、ｂ・救命・救急および周

手術期、ＣＭ慢性疾患・予後不良疾患､ｄ・小

児看護援助、の４小領域に分けた。

回答形式は自由記述法とし、各設問毎に優先

度が高いと思われる項目を３項目まで箇条書き

とすることを依頼した。ただし、医療職者以外

に対する②と④の質問は、意見があれば述べて

もらう程度にとどめた。

小児看護職者４名を対象に、パイロットスタ

ディを実施し、調査票を完成した。

調査期間は平成12年１月～２月とした。

対象者へは、依頼文を添えた調査票の送付後、

電話によって調査協力への同意を確認することと

した。

３．分析方法

回答の分析は、看護系大学の小児看護学担当

教官３名でＫＪ法に基づいて行うこととした。

手順は、全回答をカード化し、３者で内容の類

似性について話し合い、グルーピングを行うこ

ととした。

また全回答の記述から、主要な用語の使用頻

度を単純集計により求めることとした。

Ｉ．はじめに

将来における子どもの健康上の問題点を明ら

かにし小児看護の研究の優先課題を決定すると

いう取り組みは、Schmidtら(1997)い、Broome

ら(1996)2)、Hindsら(1992)3)の報告や、米国

のHealthyPeopleProgramの解説ｲ)にその例

を見いだすことができる。わが国においても、

地域のニーズや医療改革を視野におき、将来の

小児科外来医療を具体的に展望した論文を見い

だすことができる（徳丸、1998)5）。こうした

論文は、１０年を１区切りとして現状の問題点や

優先課題の明確化を試みているが、そうするこ

とによって、行動目標がより現実的に示されて

いる。

さて、２１世紀の到来を契機に、着実に加速す

る少子社会の将来をみつめ、小児看護の専門性

と方向性を展望し効率的に問題の解決を図るこ

とは、極めて重要と思われる。我々は、小児看

護が取り組むべき今後の課題を明らかにし、臨

床看護．看護教育・看護研究の実践的な指針を

得たいと考えた。本研究の目的は、今後,0年間

に小児看護において優先されるべき課題を収集

し、明確化することである。

Ⅱ、研究方法

１．対象者

対象は、小児看護領域ならびに関連領域でリ

ーダーシップを発揮する有識者27名とした。

２．調査方法

方法は、郵送法によるアンケート調査とした。

調査票は、今後10年間にわが国において、①子

どもの健康生活上解決しなければならない問題、

②子どもと家族の看護に求められる具体的な検

討や変革、③子どもと家族の看護に影響を与え

111．結果

回収数は19で、回収率は70.4％であった。回

収された全数を分析対象とした（有効回答率

100％）。

対象者の内訳を表１に示した。小児専門病院

看護部長が３名、看護系大学小児看護学現・元

教授が６名であった。小児科医は５名で、この

うち３名は医学部小児科学現・元教授、２名は

国際的な視野に立って活躍中の臨床医である。

*'旭川医科大学医学部看護学科＊2東京慈恵会医科大学医学部看護学科
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日本小児看護学会誌10巻１号(2001）

「自然環境の破壊や減少」｢小児医療格差の是

正と情報提供」が各３名であった。「家族・学

校・社会の質の変化」が２名であった。その他、

「養育環境の質的低下」「基本的生活力の低下」

「すこやかさ感や健康感覚の喪失」「自然との

共存」が各１名より挙げられた。

子どもの人権擁護に関わる団体の代表者は１名

であった。教育学者２名、社会学者１名および

社会福祉学者１名は、学校教育、子どもの福祉

やＱＯＬについて社会的な発言を行っている方

々である。

表’対象者の内訳（,i=,9）
人数対象者

２．子どもと家族の看護に求められる具体的な

検討や変革

１）へルスプロモーション（図２）

「地域での育児支援」が11名で最も多く、内

容としては育児サポートシステムの確立、母親

支援、共働き家族への育児支援、病弱児・難病

児をもつ親支援や子育ての社会化などの記述が

みられた。「生活習‘慣病の予防」６名、「健康

教育内容の強化」５名、「学校教育への看護職

の配置」「家族カウンセリング」が各３名であ

った。家族カウンセリングに関しては、今後１０

年間のゲノム・プロジェクトの成果への対応が

強調された。「子どもの病気・病後の有給休暇

制度の検討」「薬物・喫煙・アルコール」が各

２名であった。その他、「親の離婚に関連する

子どもの問題」「虐待・被虐待」「事故防止教

育」「外来での育児・療育指導の拡大」「初期

育児不安に対するシステムの確立」「疾病や障

害に対する考え方」が各１名であった。

３
６
５
１
２
１
１
 

小児専門病院看護部長

看護系大学小児看護学教授（現・元）

小児科医

子どもの人権擁護に関わる団体の代表者

教育学者

社会学者

社会福祉学者

１．子どもの健康生活上解決しなければならな

い問題（図１）

上位の項目は、「生活習'慣病の若年化と食生

活」が９名、「心の問題」が７名であった。次

いで「人間関係の希薄化」が５名であり、子ど

もの成長発達に不可欠な人間関係の不足、心豊

かな遊び体験や人との交流の不十分さなどが指

摘された。「虐待・被虐待」が４名、「母性・

父性の不在と育成」「思春期の健康問題と非行」

０１２８４５６７８９１０名

篝霜露呈活
０２４６８１０１２名

心の問題

人間関係壽薄化
虐待・被虐待

母性ﾈ釜嘗譽成

思春鵜饒行
自然環境の減少

地域での育昊援

生活習慣病孚防

健康教育内識

学譽蕊お墨置

家族ｶｳﾗぢグ

”′／’ 

髪;i蓼"’

;!i参参"/’

雲;灘iiii;H;l雲
鯉匿鶴熟

議ら議委化
薬物・喫煙・

アルコール

ﾛ 

その他
その他

図２襄諜篝塞実需与香聿三鎗臺佳的な
図’子どもの健康生活上解決しなければ罎鎚譽雲（重複回答）
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０２４６８１０名２）救命・救急、周手術期（図３）

「救命・救急体制の整備」が７名で最も多か

った。その内容としては、救急ネットワークの

整備、後方ベッドの整備と増床、外来手術部や

24時間小児救急サービスの確保など、具体的な

指摘が含まれた。次に「手術侵襲を最小限にと

どめるケア」が４名、「親のためのサポート設

備の整備」「インフォームドコンセント」が各

３名、「苦痛の軽減」「術後の長期フォローア

ップ」が各２名であった。その他、「小児臓器

移植医療」「妊娠中絶と生命倫理」「診療報酬

の適正化」「医療技術・ケア水準の向上」「小

児救急看護者の育成」が各１名であった。

病棟看護の充実

在宅看護の充実

インフォームド
コンセント

外来看護の充実

譲藪譽鑿芥突
がん看護

死の準備教育

その他

図`熱菱臺轤鱗婁染竈篝籠）

名
０
１
 ０２４６８ 

救命･救纏製
４）小児看護援助（図５）

「役割拡大」６名、「小児専門看護師の育成」

「家族支援方法の検討」「入院生活の援助」

が各５名、「小児看護技術の向上と熟練」４名、

「対象理解の方法」３名であった。その他「小

児医療の継続性と看護の連携｣「インフォーム

ドコンセント」「消費者ニーズの把握」「子ど

もの心を理解し代弁できる技術」が各１名であ

った。

霞耀霧熟
親のためのサポ
ート設備の整備

インフォームド
コンセント

苦痛の軽減

寧享召謹騨
その他

0２４６８１０名

図，議鑪轤轤辮鑿:二） 役割拡大

小児専門露悪

家族支援方鶴
入院生活の援助

小児言臺菩璽曇
対象理解の方法

その他

３）慢性疾患・予後不良疾患（図４）

最も多かった回答は「病棟看護の充実」１０名

であり、入院環境を子どもの視点で豊かにする

ことや入院中のＱＯＬ向上を図ることが挙げら

れた。次いで「在宅看護の充実」６名、「イン

フォームドコンセント」５名、「外来看護の充

実」「学校・地域への健康教育や介入」「がん

看護」が各４名、「死の準備教育」が２名であ

った。その他として「病後の長期的なフォロー

アップ」「子どもの自律の尊重」「ノーマライ

ゼーション」「外来診療曰や時間の拡大」「小

児難病の支援」「遺伝相談」が各１名であった。

図，熱鐸塗繍離れ暹鰹）
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する検討」５名であり、経済性評価、医療に対

する親の満足度や看護必要度の査定が挙げられ

た。「育児ストレスと支援」が５名、「思春期

の理解と援助の方向づけ」「ＥＢＮのための看

護実践効果の検証」が各４名、「看護研究の方

法論の検討」「心のケア」が各２名であった。

その他、「子ども学という考え方に基づく検討」

「成育医療における生活ニーズへの対応」「小

児精神病看護」「不慮の事故の予防対策」「医

療事故防止対策」「喫煙・薬物・性逸脱などの

回避策」「遺伝相談の技法」「ＱＯＬ研究」が

各１名であった。

３．子どもと家族の看護に影響を与える要因

（図６）

最も懸念される要因は「経済的要因」８名で

あり、国家財政難や小児診療報酬の見直しの継

続について述べられた。「家族の質的変化」６

名、「少子高齢化」「社会支援体制のあり方」

「看護教育内容と看護者の資質の変化」が各５

名、「医療に対する社会認識の変化」４名、

「子ども観や子どもの人権に対する社会認識の

変化」「保健医療体制の実際的な変化」２名で

あった。その他、「子どもらしさ・'学校らしさ

といった社会通念の揺らぎ」「医療情報の氾濫」

「在宅看護の変化」が各１名であった。
0２４６８１０名

0２４６８１０名 犠鑛冨艤
ケアの評価方法

育児ｽﾄﾚ姜婁

経済的要因

家族の質的変化

少子高齢化

；髪髪菱参'H'髪

曇舗需雲吉 ;参参参Ｚ`ｉｉｉ髪鯵

社会支溌ilill方

着
の
証
趾
蘇
討

》蝋Ｅ護看 溌蓼''／Ｚ121

鑿襄籔
蕊篝ｉｉ
その他

ｉ参参iiiiiiii

ＩＤのケア 参参ｌｉｌ参髪

その他

図７小児看護の研究課題（重複回答）

５．キーワード（表２）

全回答において10回以上使用された用語は９

語あり、それらをキーワードとして表２に示し

た。「子ども」「小児看護」も多く使用された

が、本集計には含めなかった。

「親・家族」が最も多く、「育児」がこれに

続いた。この他、「生活習慣病」「病棟看護」

「経済的要因」「学校教育」「心の問題」「イ

ンフォームドコンセント」「思春期」も使用頻

度が高かった。

図６子どもと家族の看護に影響を与蕊露）

４．小児看護の研究課題（図７）

最も多く挙げられた項目は「臨床で直面して

いる問題の解決／より臨床的なテーマ」１０名で

あった。その具体的な内容として、化学療法中

の苦痛の軽減、慢性疾患惠児の自立、セルフケ

ア能力の育成、低出生体重児や障害児のケア、

小児難病の長期的ケア、ありふれた疾病体験が

子どもにもたらす影響、ターミナル・ケア、イ

ンフオームドコンセント、虐待、様々な家族形

態と病児の看護、の記述がみられた。

次いで多かった項目は「ケアの評価方法に関
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については他領域ではほとんどみられず、小児

救急医療システムの遅れに対する指摘と考えら

れる。

慢性疾患・予後不良疾患に関しては、病棟看

護だけでなく、広く外来・在宅．学校や地域の

看護にも関心が示された。医療体制の在宅への

シフト化に伴って、患児の生活や活動する「場」

に応じた支援の充実が課題とされていると解釈

できる。
。】、

小児看護援助では、役割拡大や専門性の向上

が期待され、最も具体的な課題は小児専門看護

師の育成であった。平成10.11年度に専門看護

師教育課程の認定を受けた大学院は６校であり、

このうち３校が専門看護分野として小児看護を

有する7)。教育課程のスタートと共に、臨床か

らの雇用ニーズがどれほど伸びていくか、どれ

ほどの実績や成果が示されるか、どのような職

位や部門での採用が一般化するかなどについて

も関心の集まるところである。小児専門看護師

の育成に関する今後10年間の教育評価は非常に

重要となる。

次に、子どもと家族の看護に影響を与える要

因としては経済的要因が最も強く認識されてお

り、その関連要因として社会支援のあり方や保

健医療体制の変化などへの危倶が示されたと考

えられる。現在、小児診療部門の非採算性や小

児科閉鎖数の増加傾向8)は深刻な問題であり、

小児看護部門が今後どのような戦略で採算ペー

スに転ずる努力を行うかが、厳しく問われるも

のと思われる。

さらに研究課題としては、臨床看護の問題解

決に寄与するテーマに高い関心が示された。

Rivaraら9)は、臨床で的確な研究テーマを見

出すための視点として、①その問題の頻度が高

いこと、②重症度が高いこと、③何らかの解決

方法があること、を挙げている。こうした示唆

を含め、効率的な問題解決につながる臨床研究

が期待される。また以上の取り組みに＿元化す

る動きとして、ＥＢＮの確立や評価方法の検討

の必要性が示されたと解釈できる。

最後に、９つのキーワードからも、今後の課

題を再確認できる。９語中７語は４領域のいず

表２キーワード

使用頻度キーワード

親・家族

育児

生活習慣病

病棟看護

経済的要因・経済性

学校教育

心の問題・心のケア

インフォームドコンセント

思春期

７
８
５
５
４
２
０
０
０
 

２
１
１
１
１
１
１
１
１
 

Ⅳ、考察

子どもの健康生活上解決しなければならない

問題を総括すると、生活習`慣病の若年化と心の

問題が上位であった。一方、人間関係の希薄化、

母性・父性の不在、虐待・被虐待など表現はや

や異なるものの、これらを子育てをめぐる最近

の社会現象として集約し直せば、より深刻な問

題群を見出すことができる。

子どもと家族の看護に求められる具体的な検

討や変革として、ヘルスプロモーションの検討

課題には、地域での育児支援活動が最優先に挙

げられており、先の認識に連動する結果となっ

た。この課題は、小児看護に対する強い社会的

ニーズでもある６少子化問題と子育てを主題と

した平成10年度の厚生白書は、地域構造の変化

に伴って子育ての責任が母親に集中しているこ

と、子どもとの接触体験がないまま親になるも

のが増えていることや、専業主婦に育児不安傾

向が高いことなどを指摘している6)。こうした

状況の改善に向けて、今後10年間の育児支援活

動はその具体的な成果が求められる。

もう１点、ヘルスプロモーションの課題とし

て力点が示されたのは学校教育への参画である。

生活習慣病の予防対策、健康教育内容の強化や

学校教育への看護職者の配置など、学童期・思

春期の健康管理の現状に対する危機感が示され

た。看護と学校教育の効果的な連携のあり方に

ついて、今後検討が求められるであろう。

臨床の検討課題として、救命・救急や周手術

期では、体制・設備の整備と具体的な臨床ケア

の検討に課題が二分された。体制・設備の整備

－３５ 
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れかで上位に挙げられ、その領域の課題を表象

している。「インフォームドコンセント」と

「思春期」は領域毎の上位とならなかったが、

総合的にみると使用頻度が高く、領域を問わず

重視されていることが把握された。

4）Velsor-FriedrichjB.：HealthyPeople 

2000/2010：HealthAppraisalofthe 

NationandFutureObjectives，Journalof 

PediatricNursing，１５(1)，47-48,2000. 

5）徳丸実：〔Ｉ〕これからの小児科外来医療

の展望、小児科診療、51,1213-1218,1998.

6）厚生省／監修：厚生白書（平成10年度版）

82-87,ぎようせい、1998.

7）南裕子編：平成11年度専門看護師教育課程

認定結果、協会ニュース、３９７，７、日本看護

協会、2000.

8）厚生省大臣官房統計情報部編:L平成10年度

医療施設調査・病院報告、上巻（全国編）、

厚生統計協会､2000.

9）Rivara,F､Ｐ.，山中龍宏：〔Ⅱ〕これから

の小児科外来医療の展望、小児科診療、５１、

Ｖ・緒論

本結果から示されたわが国の小児看護におけ

る今後10年間の優先課題は、以下の通りである。

１）子どもの健康生活上解決しなければならな

い問題としては、生活習慣病の低年齢化、心

の問題および育児をめぐる社会現象、が上位

に挙げられた。

２）子どもと家族の看護に求められる具体的な

検討や変革として、育児支援・生活習慣病の

予防・学校教育への参画、救命・救急体制の

整備、恵児の生活の「場」に応じた支援、小

児看護の役割拡大や専門看護師の育成、が上

位であった。

３）子どもと家族の看護に影響を与える要因で

は、経済的要因が強く懸念されている。

４）小児看護の研究課題は、臨床で直面してい

る問題の解決が優先されている。

1213-1218,1998. 

（本研究の要旨は第10回曰本小児看護学会にお

いて発表した）
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